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［現代社会学部紀要　19巻１号，Ｐ15－24（2020）（一般論文）］

要約　新井はRSTの結果をもとにAI読みをする

学生が増加しており、このままでは日本の将来が

危ういと指摘した。本論文筆者もRSTならびに

検索能力について追検査を実施したが同様の結果

であった。漢字が読めない、概数がわからない、

そして文章を要約できない学生にとって調べ学習

とは苦痛以外のなにものでもない。どのようにす

れば読解力が涵養できるのかを本学の実践を中心

にしながら検証した結果、文章を流し読みするの

ではなく、ひとつひとつの語彙の意味を十分に吟

味しながら精読をすること、ならびにわからない

ことばがでてきたらすぐにスマホ等で調べる習慣

をつけることが効果的であった。

キーワード：読解力、精読、調べ習慣、PROGテ

スト、文章検

１．問題提起

　新井紀子が東ロボ君プロジェクト後に論じた学

生社会人を通じて読解力がないと指摘したこと

は、2000年前後に起こった低学力論争を彷彿とさ

せた。そこで2004年に本論文筆者が実施した基礎

学力テストを再び実施したところ、若干結果が向

上しているようにも見えるが、被験者が違うとは

思えないほど同様の曲線を描き、算数テストの結

果では前回同様に10歳の壁が認識できる結果と

なった１。

　そしてさらに新井が生徒や学生の読解力の有無

をはかるために作成したRST（Reading Skill 
Test：リーディングスキルテスト）の簡易版をも

ちいたテスト２も実施し、分析を試みた３。RST
とは「教科書や新聞、マニュアルや契約書などの

ドキュメントの意味およびその意図を、どれほど

迅速かつ正確に読み取ることができるかの能力を

測定するため」のテストである４。

　数学の結果を考察してみると、小数は理解でき

ていないが、それ以外は能力のなさというよりも

注意力のなさや根気のなさに起因する誤りが多い

ように感じられた。そしてそのことを小学校２、

３年生の問題の正答率が低くなっている要因と結

論付けたがそれでよかったのだろうか。英語の長

文読解で、自分の知っている数単語から解答を導

き出す学生は本論文筆者の学生時代にも存在して

いた。しかし現代では、国語の文章題についてさ

えも、そのような解法をもちいる学生がいること

に驚きを覚える。

　長い文章を読むのが苦手な学生がいることは教

員の間でも以前からよく知られていた。数学の問

題であろうと簿記の問題であろうとその内容が理

解できないのではなく、長文を読む根気がないだ

けであると推察していた。しかしそれらがAI読
みに起因している可能性は否定できない。数学の

問題で、問題文中の数字を適当に拾い、掛けたり

割ったりして解答したり、問題文を読むこともせ

ずに図やグラフだけ眺めて解答を導き出す学生も

同様である。RSTの結果によれば、こうした教科

書の文章を読解できない子どもは、全体の半分近

くにのぼると推測されている。こうした問題で誤

読をする学生は、目立つ単語を目で拾っているだ

けで、その単語と単語の結びつきや関係、それが

どう機能しているかを読み取っていないのではな

いだろうか。

　前述のように本論文筆者は、以前基礎学力の検

証ならびにRSTの簡易版による追検査を実施し

た５。今回新たに調べ学習に関する追検査を実施

するとともに、それらの結果を踏まえて、どのよ

うにすれば読解力が涵養されるのかについて、本

学においておこなっているさまざまなアクティビ

ティを例に取りながら考察していく。
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２．読解力と検索能力

（１）新井の検索力検査

　新井がRSTをしなければならないと考えた

きっかけは、「AIが検索を支援してくれれば問題

解決はできる」という結果を求めてテストを実施

したが、思い通りにならなかったからである。そ

れはある県のいわゆる進学高校において「平安時

代の貴族社会では、女性の地位も重要だった理由

を、当時の家族習慣および政治の構造から50字以

内で述べよ」という問いを教科書とかウィキペ

ディアを検索できる状態で実施された。IBMの

ワトソン６なら『平安時代　女性　地位』と適切

にキーワード検索して、重みもつけるのに、高校

生は単語ひとつで検索をしようとした結果、検索

できない生徒が多くいたことで愕然としたとのこ

とである７。

　実際に本論文筆者も学生の理解を段階的に把握

するために、①検索ワード、②調べたウェブサイ

トのタイトル、③調べたウェブサイトのURL、④

こたえ、とし、授業で追検査を実施してみた８。被

験者181名のうち、検索ワードが１つだった学生

は22人（12.2％）と比較的少ない印象であった。

新井の検査は、被験者が高校生なのにたいして、

本論文筆者のものは大学生であったからだと推察

される。

表１　検索時に利用した検索ワードの数

（出典）礒本光広「Web調べ学習における問題点の

検証」『地域総合研究所研究紀要』（長崎ウエスレ

ヤン大学）、第18巻１号、2020年３月、２頁。

　学生たちの解答をみると、調べたウェブサイト

のタイトルは多岐にわたっていた。不適当なウェ

ブサイトを選んでいる学生が多いことから、短時

間でななめ読みしおおよその意味を理解すること

が不得手な印象を受けた。そして適切なウェブサ

イトを見つけても問題文の意味を正しく理解でき

ていないために正答を導き出すことはできない学

生もまた多くいたため、実際に検証してみると新

井のいうほど容易な問題ではないと感じた。

（２）基礎知識と検索能力

　歌手のさだまさしの代表曲に精霊流し９（しょ

うろうながし10）という歌がある。これをなんと

なく覚えている学生が「灯篭流し（とうろうなが

し）」といっているのを聞いて、「ネット検索をす

れば間違っていることが判明するので、検索した

結果を教えて下さい」といって調べさせた。その

結果は「正しく出ました。合っていました。」と

いう驚くべき返事であった。学生が「灯篭流し」

「さだまさし」という２つの検索ワードで調べた

ところ、最初にヒットしたので正しいと認識した

ようであった。検索エンジンによる検索結果は完

全検索ではなくあいまい検索であることを知らな

いと、このような勘違いもありうる。

　また、文章要約力が乏しい学生は、前述のよう

に検索をするときに検索ワードを適切に見つけら

れない。このことばを検索するのにどうしてこの

検索ワードなのか理解に苦しむことも多い。極端

な例では、設問をそのまま検索ワードとしてもち

いる学生もいる。これでは当然、適切に検索はで

きない。これらのことは音声入力になったとして

も解消できるわけではない。

　「メルヘン」とはドイツ語のMärchenであり、

おときばなしを意味する。Ms-Wordによるパソ

コン提出を義務付けられているレポートにおい

て、原語のつづりを書こうと思ったが「ä」を入

力できない場合、入力方法を調べるのにどうした

らよいのだろう。「ウムラウト(Umlaut)」を知っ

ていれば容易であるが、知らなければその限りで

はない。検索語を特定できるかどうかは検索能力

に大きく影響を及ぼす。しかし、この考察はウム

ラウトを知らなければ正答にたどりつくのは困難

であると予想し、実際に検索サイトのGoogleお
よびYahooで検証してみた。すると「ドイツ語　

ぽちぽち」「A　てんてん」などの検索語でも容易

にウムラウトにたどりつくことができた。基礎学

力があることも大事だが、他人の検索しない個性

的な検索語ではなく、多くの人が検索するであろ

う検索語を選択する能力の有無も必要かもしれな

い。

（３）基礎知識と板書書写能力

　漢字についても知っている漢字であれば１秒も



― 17 ―

読解力を涵養するアクティビティとは ― 本学の実践を中心として ―

かからずに理解できるだろうが、読めないもしく

は意味のわからない漢字については看板やチラシ

に書いてあるのを読んでも正しく理解することが

難しいのはおろか、検索することも容易ではない。

　板書をノートに写し取る作業を例にとっても、

いままで板書の遅い学生はおっとりした性格が災

いしているだけだと推察していたが、一瞥しただ

けで漢字の書き方や意味を理解できる学生と、１

文字の漢字を書くために何度も繰り返して見直さ

なければならない学生では作業量が大きく違うこ

とはいうまでもない。漢字を、英語を、ドイツ語

を、そしてそれそのものの内容等を、知っている

かそうでないかで作業量の相違は膨大となる。そ

してさらにノートに書いても意味がわからないこ

とも想定されるため、その差は計り知れない。

　わたしを含め教員や親というものは意味がよく

わからないときには辞書をひきなさいとアドバイ

スをする。しかし辞書を引くと、さらに難しいこ

とばがでてくることがしばしばある。辞書を引く

ことで「文を理解する」ことが助けられるどころ

か、かえって大変になる、という笑えない現実が

ある。辞書というものは、辞書に載っている語彙

の大半を日常的に使うことができる人が、たまに

出会う未知の語の意味を調べたり、正確な定義を

改めて知りたかったりするときに使う道具に過ぎ

ないのである。文中の５割のことばを知らない、

という状態の人にとって、辞書はほとんど助けには

ならない11。「教科書に書いてあることが理解でき

ない学生が、どのようにすれば自ら調べることが

できるのでしょうか12」という新井のことばは重

くのしかかってくる。

（４）計算力と概数

　現代の学生に計算力が乏しいことは予想以上に

深刻である。スーパーや小売業におけるインター

ンシップにおいてもモノの単価、消費税、おつり

の計算など瞬時に答えを必要とするものは数多く

存在する。また概数の感覚も養われていない。以

前、タンザニアの大学で教鞭をとっていたとき

に、「一辺10cmの三角形を書きなさい」との指示

に、３cmや30cmの三角形を書く学生がいて、彼

らが概数の概念に乏しいことを不思議に感じてい

た。しかし、目の前の学生たちにその姿が重なり

唖然とすることもある13。

　円周率とは何かという質問にたいして、学生は

「3.14」とか「π（パイ）」とかしばしば返答す

る。しかしそれは本当の意味で正答とはいえな

い。「円の直径にたいする円周の割合のことを円

周率という」というのが正答となる。なんとかこ

れを理解させたとしても、終わりではない。円の

直径が２の場合に円周の長さを問うと返答できな

い学生がいるのである。少し考えれば正答できる

問題を見た瞬間に理解できるはずがないと判断す

る状況を変えることは容易なことではない。

　ゆとり教育世代に、円周率が3.14ではなく３で

教えることが非難されていた例14を出し、円周率

の概数を理解させようと試みたことがある。円に

内接する正六角形を書き、すべての頂点に対角線

を引くことによって正三角形を６つ示した。それ

をもちいて円の直径は辺が２つであり、正六角形

の外周は辺が６であることから、円周率は６÷２

で３に近い値であると説明した。しかし途中から

聞いていない学生が多くいる。説明が終わってか

らなぜ聞かないのかと聞くと「数学や計算はどう

せ理解できないから」との返答であった。わたし

が、「計算なんてまったくしていない。三角形の

辺が２つと６つを数えただけだ」というと「それ

なら理解できる」と返答した。負の思い込みが学

修を阻害する一例である。

　電卓やコンピュータの普及は、計算機の出した

答えを鵜呑みにする人間を作り出す恐れが多く、

概数概念が育ちにくい。実際にあったことだが、

レジで渡した金額よりも多くのお釣りをもらいそ

うになったことがある。驚いた顔をしたためこと

なきを得たが、ありえない金額が提示されても何

の疑問ももたない可能性が高いのである。また、

カーナビが普及し土地勘がなくても目的地に着く

ことが容易になってきたが、概数の概念がない人

は「700m先を左折して下さい」とカーナビに指

示されてもあわてて左折するような過ちを犯して

しまう。そこで今は計算能力の向上と概数の概念

の涵養に努めている。

３．文章読解力の涵養に必要なもの

（１）要約力

　文章読解力を身につけるにはどんな事が必要だ

ろうか。読解力のない学生に多いのは①飛ばし読

みする癖がある、②文章の要約ができない、③自

分の意見を述べられない、の３点である15。それ

を矯正するために①́音読をする、②́あらすじを

いってみる、③́感想をいってみる、の３点を挙

げる。そして②́の補助として大切なところやお

もしろいところに線を引くくせをつけるのも効果

的である。
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　読む力を涵養することも大事だが、文章のリー

ド文や文章のタイトルをチェックするなど、多く

のヒントがある状態で文章を読むことも肝要であ

る16。これは目新しい考え方のようだが、TOEIC
や大学入試センター試験等の時間に追われながら

回答をしなければならない試験を受けるときに、

事前に問題文や選択肢を読んでおくというような

テクニックとして以前よりもちいられていた。

　学習指導要領は約10年ぶりに改訂され、2020年

度より小学校から順に実施されるが、新学習指導

要領の考え方にも通じるものがある。アクティ

ブ・ラーニング17等を実践するときによくもちい

られることばであるが、黒板を使った座学の授業

だけが学習ではなく、屋外や読書においても「仮

説－アクティビティ－検証」をおこなうことがで

きればそれは立派な学習である。したがって、本

文を読む前に仮説を立て、実際に読み、内容を検

証すれば何の問題もない。

　また、「一言で言い表すことができるかできな

いか」が、文章をわかっているかいないかの分水

嶺である18。これができなければ、まず検索ワー

ドがそのままの単語ではなく熟語等のまとめこと

ばの場合に検索できない。調べた結果の報告にお

いてもそうである。適切なウェブサイトを探し当

てたならば、50文字等の字数制限に合う文章を抜

き出す必要がある。そしてもし字数制限に合う文

章が抜き出せなければ、熟語やことばの言い換え

で字数を削減する等の工夫をする必要が出てく

る。ことば等により文章を短くすることは非常に

大事なことである。

（２）ドリル学習の是非

　新井は、ドリルをデジタル化して、項目反応理

論をもちいることで、学生の進度にあった問題を

提供することに異議を唱えている19。その論拠

は、問題を読まずにドリルをこなす能力が、もっ

ともAIに代替されやすいからということであ

り、それについて本論文筆者にもまったく異論は

ない。

　しかし本学においてもeラーニング教材すらら

を導入している。すららは動画配信型、ゲーム

型、問題集型を組み合わせたeラーニング教材で

あり、無学年式で自らの理解が乏しい箇所から楽

しく積上げられるように工夫されている20。条件

反射的に回答をさせるような問題については新井

の指摘も正しいとは思うが、読書や検索等の基礎

知識となるベースの部分については少なくともe

ラーニング教材は効果的であると考えている。

　学力という言葉の定義も難しい。詰め込み教育

が問題にされたかと思うとゆとり教育にたいする

批判も起きる。読み書き計算をしっかりさせるこ

とが大事だという意見がある一方で、AIが発展

してきた現代において、計算ができることや物事

を記憶していることに価値はないとの意見もある。

　本論文筆者が学生に接するなかで感じること

は、基礎基本ができていない学生は理解力に乏し

いという現実である。表面的に理解しているよう

に見えても深いところまで理解はしていない。た

とえば、鹿児島に「あくまき」というちまきの一

種があるが、「あく」とは「原義では灰（藁灰や

木灰）を水に浸して上澄みをすくった液のこと21」

ということを知っている人ならば、どのような食

べ物なのかある程度の想像はできるが基礎知識が

ないと理解が困難であることは多い。それゆえに

突拍子もないミスや単純ミスが頻発すると思われ

る。

（３）精読とは

　精読といえば、「銀の匙」を題材に取りながら

個性的な授業をおこなったことで有名な灘中学・

高校の教師橋本武が思い起こされる。橋本は著書

のなかで国語勉強のポイントとして「読む」「書

く」「話す」「聞く」「見る」「味わう」「集める」を

あげているが、最後の３つが橋本の真骨頂ともい

える。

　「見る」「味わう」とは、国語教材に戯曲やシナ

リオ、あるいは謡曲や狂言が出てきたら、実際に

舞台を見てみるといったことである。また美術に

かんする評論を読んだら、美術館に行って実際に

その作品を鑑賞してみることである。ただ意味だ

けわかればいいというのでは、本当にわかったこ

とにはならない。「何でも見てやろう」という積

極性がことばの力をつける原動力となる。「集め

る」もまた案外重要である。ふと気が付いた観点

から「ことば集め」をやったり、気に入った表現

をコレクションしてみたりすると、国語の豊かさ

が見え、ことばに敏感になる22。

　さらに橋本は「国語の基礎学力を涵養する根源

は『書く』23」だといい切り、あらゆる機会に生

徒に書かせるようつとめたと述べている。考えて

みれば、書くためには、まず内容を理解すること

が大事であるし、それをまとめる能力も必要であ

る。そしてその内容をきちんと伝えるためには漢

字も表現方法もいいたいことを要約する能力も必
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要になる。効率ばかりを追い、それらの手間を惜

しんだことが今日の状況を生み出したのかもしれ

ない。

　本論文筆者は「銀の匙」を教材にはしていない

が、自分の専門分野の本を教材に、意図的に本題

から脱線をする授業をおこなっている。学生が卒

業論文を書くのに大事だと思う考え方や引用の仕

方に言及するだけでなく、外国の論文の引用の仕

方でイタリック（斜体字）がでてくると、そのつ

ながりで食器等のJapanやChinaのように国の名

前がほかの意味をもつ例をあげたりしている。さ

らに当時のヨーロッパの状況や大航海時代にも言

及するなどして、過去の知識や他分野の知識とつ

ながるような授業をおこないたいと考えている。

新しい学習指導要領の考え方にもあるが、「深い

学び」とはいままでにいろいろな局面で学んだ断

片的な「知識を関連付ける24」ことである。大げ

さにいえば教科横断型授業とでもいえるだろう。

学生たちが「学んだ一つ一つの知識がつながり、

『わかった』『おもしろい』と思える授業25」を実

践していくことは、学習に興味を持たせ、自らが

成長した気持ちになるために大きな意味を持つだ

ろう。

４．諸テストとの相関関係

　本学においては学生の能力を伸ばすために、

PROGテスト、CASEC、英検、JLPT、文章読解・

作成能力検定（以下、文章検）、すららなど多く

の取組みをおこなっている。そのなかでいくつか

の取組みとRSTとの相関関係を順次調べていく。

（１）ＲＳＴと文章検

　文章検とは公益財団法人日本漢字能力検定協会

が実施する検定であり、本学でも実施している。

文章検の出題は、誰にでもわかりやすく伝わる文

章作成のルールを身につけながら、段階的に「論

理性」を伸ばすように構成されている。文章作成

はどうあるべきかが順序立ててわかるようになる

と同時に、論理的でわかりやすい文章が書けるよ

うになるステップアップ式の問題構成である26。

「論理性」を“育てる”問題を練習することで、

相手に伝えることができる「文章力」が効率よく

身につく。

　新井がAIにできないこととしてあげた「では

なく」「のうち」「のとき」「以外の」といった機能

語が正確に読めていないことや語句の間にある、

「修飾する」（係り）「修飾される」（受け）の関係「係

り受け」が理解できていないことへの対策も学習

内容および試験問題のなかに入っている。文章検

の問１は熟語や慣用句の意味の知識を問う問題、

係り受けの問題、問２は段落ごとの要約力、グラ

フの読み取り問題、問３は段落ごとの位置関係を

問う問題、問４は手紙文の基礎知識（頭語、結語

等）、ならびに係り受けのねじれの訂正問題、問

５は小論文の作成、という構成になっている。

　本学において実施した文章検との相関関係を調

べてみたい。対応のあるｔ検定をおこなうと文章

検の点数（200点満点）：data1（N=59、M=121.2881、
SD=29.3812）とRSTの正答率：data2（N=59、
M=0.5887、SD=0.1666）の２つのグループの平均

の差について有意水準５％でｔ検定（両側検定）

をおこなったところ、２つのグループの平均には

有意差があるとはいえなかった（df=58、t=31.3834、
p=N.S.）。対応のない検定で実施しても、設問ご

とに相関関係を調べても有意差があるとはいえな

かった。

表２　ＲＳＴと文章検の相関関係

（出典）本論文筆者作成。

（２）ＲＳＴとＰＲＯＧテスト

　PROGテストは、河合塾とリアセックが共同開

発したジェネリックスキルの成長を支援するアセ

スメントプログラムであり、本学においてもおこ

なっているテストである。ウェブサイトによれ

ば、専攻・専門にかかわらず、社会で求められる

汎用的な能力・態度・志向=ジェネリックスキル

を測定・育成する。テストでは、リテラシーとコ

ンピテンシーの２つの観点から測定し、自身の現

状を客観的に把握することができる。リテラシー

とは実践的に問題を解決する力を指し、情報収集

力、情報分析力、課題発見力、構想力で測られ

る。またコンピテンシーとは周囲の環境とよい関

係を築く力を指し、対人基礎力、対課題基礎力、
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対自己基礎力で測られる27。

　本学において実施したPROGテストのなかから

リテラシー部門との相関関係を調べてみたい。対

応のあるｔ検定をおこなうとPROGテストのリテ

ラシー点数（１から８の８段階評価）：data1
（N=168、M=3.601、SD=1.708）と R S T の正答率：

data2（N=168、M=0.5794、SD=0.1677）の２つ

のグループの平均の差について有意水準５％でｔ

検定（両側検定）をおこなったところ、２つのグ

ループの平均には有意差があるとはいえなかった

（df＝167、t＝23.8345、p=N.S.）。対応のない検

定で実施しても、設問ごとに実施をしてもコンピ

テンシーで実施しても有意差があるとはいえな

かった。

表３　ＲＳＴとＰＲＯＧ（リテラシー）の相関関係

（出典）本論文筆者作成。

　情報収集力とは、課題発見・課題解決に向け

て、幅広い観点から適切な情報元を見定め、適切

な手段を用いて情報を収集・調査し、それらを適

切に整理・保存する力であり、情報分析力とは事

実・情報を思い込みや憶測ではなく、客観的にか

つ多角的に整理・分類し、それらを統合して隠れ

た構造をとらえ、本質を見極める力であり、課題

発見力とは様々な角度、広い視野から現象や事実

をとらえ、それの背景に隠れているメカニズムや

原因について考察し、解決すべき課題を発見する

力であり、構想力とは様々な条件・制約を考慮し

ながら問題解決までのプロセスを構想し、その過

程で想定されるリスクや対処方法を構想する力で

ある。これらを伸ばすことで文章読解力を間接的

に伸ばすことも可能であるといえる。

５．結論と課題

　入試が暗記を求めるから暗記をするという考え

方もあるが決してそうではない。入試は読解力を

求めているのに、読解力が不足している人は

（AIと同じように）暗記に走らざるを得ないとい

うのが事の真相ではないだろうか28。

　新井が埼玉県の戸田市教育委員会といっしょに

RSTの研究をおこなった結果をまとめた国立情

報学研究所の報告によれば、効果的だと考えられ

るものとして以下の４点があげられている29。①

比較的長い文章を読み取り、自分の考えを書く活

動を設定する。②「条件不足・条件過多」の問題

文を提示する。③文章を読み取り考えていく過程

で、読み取ったことを整理するため図的表現をも

ちいるようにする。④主語が書かれていない文章

は、教師が意図的にその文章の主語を問うたり、

補うように指示したりする。学生の読解力を教員

が認識して、それらのことを教員が適切な時期に

適切な指導をすればよくなる可能性が高いという

認識である。

　そして2019年に新井は一定の処方箋を出した。

それが正しく伝える授業の提案である。見たこと

を正しく伝える練習等の具体的なサンプル授業を

提示し、丁寧に理解することが子供たちの読解力

を培うとしたのである30。これらの流れのなかで

文部科学省も学習指導要領改定に合わせ、文学偏

重の国語教育を改め、「論理国語」を創設するこ

とによって読解力の向上に本腰を入れ始めたよう

である31。

　読解力の涵養に効果的なのはやはり「精読」と

「調べ習慣」であろう。わからない用語がある文

章をそのまま読み進めていけば意味が取れなくな

るのは当然のことである。小学校段階に何らかの

理由で授業についていけなくなり、そのままリカ

バリできずに現在に至っている学生は本当に残念

である。文章を読むことは知的好奇心を刺激する

楽しいものであり、嫌々するようなものではな

い。本人に強い動機があれば、ドリル学習は「情

報」をまなぶ手段として非常に効率がよい。その

後「情報」を「知識」にする作業を確実におこな

えば、意味のある活動になる蓋然性は高い。

　またテレビや読書に限らず、インターネットや

ＳＮＳをしていてもわからないことがあればすぐ

に意味を調べる習慣を持つことは非常に効果的で

ある。別に高校時代に買った国語辞典を引かなく

てもスマートフォン等による検索でも何の問題も

ない。わからなくてもなんとかなるというその考

えをやめればすぐにでもできることであり、必ず

しも机についておこなう必要はない。「仮説－ア

クティビティ－検証」があれば立派な学修である。
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　新井の「読解力」を敷衍していけば、橋本が国

語勉強のポイントとしてあげた７つの項目になる

のではないか。火という文字を見れば、キャンプ

に行って火をおこしたことを思い出したり、とう

もろこしという文字を見れば、早朝に畑で収穫し

たときの衝撃的な甘さを思い出したりと、五感で

理解するものではないだろうか。体験に根差した

知識や、それに根差した理解がもっとも深いこと

は間違いないであろう。

　10歳の壁でつまずいたため、授業についていけ

なかったからといって、大学生や社会人にたいし

て算数ドリルや小学生の漢字ドリルをやらせるこ

とは現実的とはいえないだろう。いままでとは

違った学習方法を提示し、学生に過度なストレス

を感じさせずに知識の習得をめざすのが真のリメ

ディアル教育だと考える。さまざまなアクティビ

ティをおこなわせ、学生が努力をしただけ結果が

出るような素養を身につけさせてやりたいもので

ある。
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